
（別紙４）

～ 令和　8　年　2 月　13 日

（対象者数） 14 （回答者数） 10

～ 令和　8　年　3 月　14 日

（対象者数） 3 （回答者数） 3

～ 令和　8　年　3 月　25 日

（対象数） 7 （回答数） 7

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

実際の療育をみていただく機会を継続していくことで、さら

に情報共有、連携につなげていく。

2

研修に参加する等、自己研鑽し、今後も継続して専門性の高

い支援を行う。

3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

訪問支援の安定的な継続が図れるよう、訪問支援員の育成に

も力を入れていく。また、訪問施設に負担にならない範囲

で、定期的な訪問ができるよう調整していく。

2

3

多機能型事業所として児童発達支援と保育所等訪問支援も併用

して利用することが可能

訪問先での課題を児童発達支援の療育に取り入れたり、療育の

様子を訪問先の先生方にお伝えすることができ、共有しながら

支援できる。

資格を持った職員が訪問していること 作業療法士の資格を持った職員が主に訪問支援員として訪問し

ている。また、多機能型として、児童発達支援事業所には、理

学療法士、言語聴覚士も在籍しているため、知識や経験を持ち

寄って支援方法を検討できる。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

訪問日と訪問時間が不定期であること 多機能型事業所である為、保育所等訪問支援に行ける訪問支援

員が兼務しており、時間や日数が不定期で限定的なってしまっ

ている。

令和　8　年　3 月　1 日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 令和　8　年　3 月　26 日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○訪問先施設評価有効回答数

○訪問先施設評価実施期間 令和　8　年　3 月　1 日

○事業所名 Tsuda-Machi-smileKIDS

○保護者評価実施期間 令和　8　年　2 月　２日

○保護者評価有効回答数

事業所における自己評価総括表公表


